


 

新医薬品の薬価算定について 

整理番号 ２４－１１－歯－１  

薬 効 分 類 ２７１ 歯科用局所麻酔剤（注射薬） 

成 分 名 アルチカイン塩酸塩／アドレナリン酒石酸水素塩 

新薬収載希望者 （株）ジーシー昭和薬品 

販 売 名 

（規格単位） 
セプトカイン配合注カートリッジ（１．７ｍＬ１管） 

効 能 ・ 効 果 歯科領域及び口腔外科領域における浸潤麻酔又は伝達麻酔 

主な用法・用量 

歯科領域における浸潤麻酔又は伝達麻酔の場合、通常、成人には０．５～２．５ｍ

Ｌ（アルチカイン塩酸塩として２０～１００ｍｇ、アドレナリン酒石酸水素塩と

して０．００９～０．０４５ｍｇ）、口腔外科領域における局所麻酔の場合、通

常、成人には１．０～５．１ｍＬ（アルチカイン塩酸塩として４０～２０４ｍｇ、

アドレナリン酒石酸水素塩として０．０１８～０．０９１８ｍｇ）を使用する。

なお、年齢、麻酔領域、部位、組織、症状、体質により適宜増減するが、増量す

る場合には注意すること。 

算

定 

算 定 方 式 原価計算方式 

原

価

計

算 

製品総原価 １４８．３０円 

営 業 利 益 １３．５０円 
（流通経費を除く価格の１６．７％） 

流 通 経 費 
１２．００円 

（消費税を除く価格の６．９％） 

出典：「医薬品産業実態調査報告書」（厚生労働省医政局医薬産業振興・医療情報企画課） 

消 費 税 １７．４０円 

補 正 加 算 なし 

外 国 平 均 

価 格 調 整 
なし 

算 定 薬 価 １．７ｍＬ１管  １９１．２０円 

外 国 価 格 新薬収載希望者による市場規模予測 

なし 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最初に承認された国（年月）： 

仏国（１９８８年９月） 
 

予測年度 予測本剤投与患者数 予測販売金額 

(ピーク時)   

３年度 １２０万人 ２．３億円 
 

 

製 造 販 売 承 認 日 令和６年９月２４日 薬価基準収載予定日 令和６年１１月２０日 
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薬価算定組織における検討結果のまとめ 
 

算定方式 原価計算方式 第一回算定組織 令和６年１０月２２日 

原
価
計
算
方
式
を
採
用
す
る
妥
当
性 

 新  薬 類似薬がない根拠 

成分名 
アルチカイン塩酸塩／アドレナリン酒石酸水
素塩 

イ）～二）について、本剤とメ
ピバカイン塩酸塩、プロピトカ
イン塩酸塩・フェリプレシン及
びリドカイン塩酸塩・アドレナ
リンは一定の類似性があると
考えられるものの、これらの薬
剤はいずれも薬価収載から２
０年超が経過した品目であり、
新薬算定上の最類似薬には原
則として該当せず、新薬算定最
類似薬はないと判断した。 

イ．効能・効果 
歯科領域及び口腔外科領域における浸潤麻酔
又は伝達麻酔 

ロ．薬理作用 局所麻酔作用 

ハ．組成及び 

化学構造 

アルチカイン塩酸塩 アドレナリン酒石酸水素塩 

及び鏡像異性体 

 
 

ニ．投与形態 

剤形 

用法 

注射 
注射剤 
浸潤麻酔又は伝達麻酔として口腔粘膜下投与 

補

正

加

算 

画 期 性 加 算 
(７０～１２０％) 

該当しない 

有用性加算（Ⅰ） 
(３５～６０％) 

該当しない 

有用性加算（Ⅱ） 
(５～３０％) 

該当しない 

市場性加算（Ⅰ） 
(１０～２０％) 

該当しない 

市場性加算（Ⅱ） 
(５％) 

該当しない 

特 定 用 途 加 算 
(５～２０％) 

該当しない 

小 児 加 算 
(５～２０％) 

該当しない 

先 駆 加 算 
(１０～２０％) 

該当しない 

迅 速 導 入 加 算 
（５～１０％） 

該当しない 

新薬創出・適応外薬 
解 消 等 促 進 加 算 

該当しない 

費用対効果評価への 
該 当 性 

該当しない 

当初算定案に対する 
新薬収載希望者の 
不 服 意 見 の 要 点 

 

上 記 不 服 意 見 に 
対 す る 見 解 

第二回算定組織 令和  年  月  日 
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